
議会報告会報告書 

                             令和６年 ８月３１日  

 

大竹市議会 

 議長 北地 範久 様 

 

                           Ｃ 班  

                           班長 寺岡 公章  

 

 議会報告会の実施状況について、次のとおり報告します。 

 

【 大竹市文化協会 】 

１ 開催日時 

  令和６年 ７月２７日（土） １０時００分～１１時３０分 

 

２ 開催場所 

  総合市民会館 図書室 

 

３ 参加人数 

  ２３人 

 

４ 担当班議員名 

  班 長 寺岡 公章 

  副班長 日域 究 

  班 員 岡  和明、中野 友博 

 

５ 報告会次第 

 （１）開会あいさつ 

 （２）議会からの報告 

   ①定例会の流れ説明 

   ②広報広聴特別委員会の「市議会だより」取り組み報告 

   ③総務文教委員会の６月定例会報告（高規格救急車の更新、省エネ家電買い替え

支援事業について） 

   ④生活環境委員会の６月定例会報告（大竹駅前の駐車場設置・管理条例、木野郵

便局の特定事務取り扱い郵便局指定について） 

 （３）意見交換 

 （４）その他のご意見 

 （５）閉会あいさつ  

この報告書は、当日の発言（意見・質問・回答など）を、記録として取りまとめたものです。 

未回答のものや、補足等が必要な回答は、整理のうえ、別途、ホームページに掲載します。 



６ 議会からの報告についての主な質疑応答 

（回答した質疑）  

 Ｑ：来年からの省エネ家電買い替え支援はどうなりますか。 

 Ａ：今年度の実績に基づいて考慮します。 

 

 Ｑ：駐輪場の料金は150円ですか。 

 Ａ：今までどおりです。 

 

（回答しなかった質疑） 

  特になし 

 

（意見・要望等） 

  特になし 

 

７ 主な意見交換 

（回答した質問） 

Ｑ：定例会は年何回ありますか。予算以外にどんな議題がありますか。議会は忙しい 

ですか。 

Ａ：４回と臨時会です。補正予算も審査します。各委員会も活動しています。 

 

Ｑ：文化についてはどの委員会で検討されていますか。 

Ａ：総務文教委員会の所掌です。 

 

Ｑ：大竹の文化についてどういう意見を持っていますか、議員の個人的な意見を聞か 

せて下さい。 

Ａ：①ふるさと感です。②人間が生きていく価値です。③これまで大竹には文化政策

がほぼありませんでした。広島市、宮島、岩国といった世界的に注目されている地

域にあって、大竹だけ何もしなくてよいのか危機感があります。新駅と結合した亀

居城の活用が必要です。④文化活動は人のつながりです。 

 

Ｑ：玖波公民館の建て替えで実質１年間使えなくなります。休止期間が出ないやり方

はできませんか。先日休止の知らせを受けたが初耳でした。活動を続けていくため

には支援が必要です。 

Ａ：（スケジュールを説明）補助を受けるために８年度内に事業を完了する必要があ

りました。休止期間が短くなるよう業者と協議しました。市役所と利用者の意思疎

通が望ましいと思います。 

 

  



Ｑ：どうすれば文化の衰退を食い止められますか。市には文化的ステップアップのた 

めに相談する場所もなく地団駄を踏んでいます。窓口がほしいです。いま動かない

と伝承もできません。議員個人の意見も聞きたいです。 

Ａ：①特効薬はありませんが文化を映像として残し、他の町とオンラインでつながる

方法もあります。②大竹に徹底して欠けているのは外向きの文化活動です。自分の

子供時代は尾道・竹原と大竹は文化水準で大差はありませんでしたが、文化発信に

努めた尾道・竹原との差は今や歴然です。外向きの文化活動で経済を回していく必

要があります。外向きの文化活動をやっていると内向きの活動も自然に盛んになり

ます。そうしないと大竹は世界の流れに取り残される、というか既に取り残されて

います。③日本は、ここ数十年経済政策に失敗して国民に余裕がなくなっていま

す。国民が十分余暇を持てるようにするのが文化国家の基礎です。④文化に取り組

む部署がありません。市役所の文化関連の部署も職員が数年ごとに異動していきま

す。生涯学習などに長期従事してもらう職員を置き、市民と文化活動を共にする可

能性もあります。窓口については持ち帰り相談します。 

 

Ｑ：文化が次の世代に伝わっていかないのは、活動が行われていることを知らない人

がいることも一因です。小中学生が文化に触れる機会もほしいです。写真展をやっ

ても知り合いしか見に来ません。ＰＲの方策が必要です。 

Ａ：文化協会の広報誌はあると思いますが、新しい広報媒体で宣伝する方法も可能か

もしれません。 

 

Ｑ：大竹がニュースや下瀬美術館で注目されるのは嬉しいですが、何よりも石本美由

起の宣伝をしていないのが問題です。周防大島が星野哲郎を宣伝しているように、

大竹も石本美由起の記念館がほしいです。 

Ａ：①ご意見として頂戴します。②石本美由起の歌だけを対象にした「のど自慢」を

開くのもよいでしょう。③石本美由起生誕100年祭が８月２５日に市内で開かれま

す。 

 

Ｑ：小方まちづくりに期待しています。総合市民会館の体育館を小方に移す話があ

り、総合市民会館を建て直す構想は知っていますが、できるだけ早く本来あるべき

文化ホールが必要です。ＴＢＳの石本美由起の生誕100年に関係する「新・ＢＳ日

本のうた」の収録も、わざわざ東広島でやりました。大竹に文化ホールがないから

そうなったのではないでしょうか。 

Ａ：スポーツ関係者からも「スポーツ施設を作るときは関係者の意見を聞くべき」と

いう意見をもらいました。文化についても帰って執行部に伝えていこうと思いま

す。 

  



（回答しなかった質疑） 

 特になし 

 

（要望・意見） 

 特になし 

 

８ その他の主なご意見 

 特になし 

 

９ 気付きや反省点 

・議員が個人的意見を述べる流れになり、会が盛り上がりました。 

 


